
問
題
①
生
計
費
を
満
た
し
て
い
な
い

そ
も
そ
も
、
現
行
の
最
低
賃
金
額

で
は
、
憲
法
に
規
定
す
る「
健
康
で
文

化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
」は
実
現

で
き
な
い
と
い
う
大
問
題
が
あ
り
ま

す
。
全
労
連
が
全
国
各
地
で
行
っ
て

き
た
最
低
生
計
費
調
査
で
は
、
都
市

部
で
あ
っ
て
も
地
方
で
あ
っ
て
も
、
時

間
額
で
１
４
０
０
円
～
１
６
０
０
円
が

必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

お
り
、
８
２
０
円
（28
円
引
上
げ
）で
も
、

低
す
ぎ
る
の
が
実
態
で
す
。

問
題
②
人
材
の
確
保
が
で
き
な
い

清
掃
や
介
護
な
ど
の「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
」の
確
保
と
最
低
賃
金
の

関
係
性
も
注
目
す
べ
き
点
で
す
。
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
、
社
会
を
維

持
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
労

働
者
で
す
が
、
そ
の
多
く
が
最
低
賃

金
近
傍
と
い
う
低
賃
金
の
下
で
働
い

て
い
ま
す
。
今
後
も
新
型
の
ウ
イ
ル
ス

が
発
生
す
る
可
能
性
や
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
の
発
生
も
考
え
ら
れ
る
中
、

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
確
保
し
て

い
く
た
め
に
は
、
最
低
賃
金
の
大
幅

な
引
上
げ
に
よ
っ
て
、
生
計
費
を
満

た
し
、
働
き
続
け
ら
れ
る
労
働
条
件

を
つ
く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
題
③
経
済
の
底
上
げ
に
不
十
分

高
知
県
は
、
尾
﨑
県
政
以
降
、
産

業
振
興
計
画
で
、「
地
産
外
商
」「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
」と
い
う「
外
需
」の

獲
得
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て「
外
需
」
は
消

失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
後
、
コ
ロ
ナ

禍
の
経
済
対
策
と
し
て
重
要
な
の
は
、

不
安
定
な「
外
需
」よ
り
も
、
地
域
の

労
働
者
の
所
得
を
底
上
げ
し
、「
内

需
」を
拡
大
し
て
の
地
域
経
済
の
底

上
げ
と
循
環
型
経
済
の
構
築
で
す
。

最
低
賃
金
の
引
上
げ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

打
撃
を
受
け
た
地
域
経
済
を
底
上

げ
す
る
大
き
な
可
能
性
を
持
っ
て
い

ま
す
が
、
今
回
の
答
申
額
で
は
そ
の

影
響
は
小
さ
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

問
題
④
人
口
流
出
歯
止
め
効
か
ず

今
回
の
答
申
で
は
、
依
然
と
し
て
東

京
都
と
は
時
間
額
２
０
０
円
以
上
の

格
差
が
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
年

収
換
算
で
は
、
40
万
円
近
く
と
な
り

ま
す
。
２
０
１
９
年
賃
金
構
造
基
本

統
計
で
は
、
東
京
都
の
賃
金
（月
収
）

は
37
万
９
０
０
０
円
、
高
知
県
は
26

万
６
０
０
０
円
と
７
割
程
度
に
留
ま

り
ま
す
が
、
最
低
賃
金
の
格
差
も
７

割
強
あ
り
、
最
低
賃
金
の
格
差
が
地

域
間
の
賃
金
格
差
と
強
く
相
関
し

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
こ
れ
だ

け
の
格
差
を
放
置
し
た
ま
ま
で
は
、

高
知
に
残
る
選
択
肢
や
高
知
に
帰
っ

て
く
る
と
い
う
選
択
肢
が
狭
め
ら
れ

る
の
は
目
に
見
え
て
い
ま
す
。
最
低
賃

金
の
格
差
を
是
正
し
、
賃
金
格
差
を

是
正
す
る
こ
と
で
、
都
市
部
への
人
口

流
出
に
歯
止
め
を
か
け
、
若
年
世
代
、

子
育
て
世
代
の
定
住
条
件
の
拡
充
、

U
タ
ー
ン
の
促
進
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

問
題
⑤
支
援
策
が
不
十
分

菅
政
権
の
あ
ま
り
に
も
不
十
分
な

中
小
企
業
支
援
が
最
低
賃
金
引
上

げ
の
足
か
せ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
答
申

を
出
し
た
高
知
地
方
最
低
賃
金
審

議
会
で
も
、
使
用
者
側
委
員
か
ら

「
早
急
で
長
期
的
な
支
援
」
を
求
め

る
発
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
政
府
は

「
最
低
賃
金
引
上
げ
」と「
生
産
性
」

を
結
び
付
け
て
助
成
制
度
を
展
開
し

て
い
ま
す
が
、
中
小
零
細
企
業
を
め

ぐ
る
諸
条
件
を
考
え
れ
ば
、
生
産
性

向
上
あ
り
き
の
支
援
策
で
は
助
成
制

度
の
活
用
が
で
き
ず
、
最
低
賃
金
の

引
上
げ
が
そ
の
ま
ま
事
業
者
の
負
担

と
な
っ
て
い
る
実
態
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
最
低
賃
金
に
求
め
ら
れ
る

役
割
を
考
え
れ
ば
、
今
や
最
賃
の
引

上
げ
議
論
と
中
小
企
業
支
援
の
議

論
を
切
り
離
す
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

高
知
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
で
も

支
援
策
の
実
態
と
在
り
方
に
つ
い
て

も
議
論
さ
れ
、
要
望
が
出
さ
れ
る
べ

き
で
す
が
、
実
際
に
は
、
そ
の
議
論
は

十
分
に
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
答
申

時
に
使
用
者
側
か
ら「
早
急
で
長
期

的
な
支
援
策
の
実
施
」に
つ
い
て
強
く

求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
た
こ
と
こ
と

か
ら
も
、
今
後
の
課
題
が
鮮
明
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問
題
⑥
非
公
開
の
審
議
会

高
知
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
の

閉
鎖
性
も
問
題
で
す
。
核
と
な
る
専

門
部
会
の
議
論
は
、
依
然
と
し
て
非

公
開
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
生
活
に

と
っ
て
重
要
な
最
低
賃
金
を
い
ま
だ

に
密
室
で
議
論
し
て
い
る
こ
と
は
、
議

論
の
公
平
性
や
透
明
性
が
求
め
ら
れ

る
時
代
で
は
、
も
は
や
許
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

審
議
会
で
は
、
８
月
24
日
に
異
議

に
対
す
る
審
議
が
行
わ
れ
、
そ
こ
で

引
き
上
げ
額
が
確
定
し
ま
す
。

問
題
①
生
計
費
を
満
た
し
て
い
な
い

そ
も
そ
も
、
現
行
の
最
低
賃
金
額

で
は
、
憲
法
に
規
定
す
る「
健
康
で
文

化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
」は
実
現

で
き
な
い
と
い
う
大
問
題
が
あ
り
ま

す
。
全
労
連
が
全
国
各
地
で
行
っ
て

き
た
最
低
生
計
費
調
査
で
は
、
都
市

部
で
あ
っ
て
も
地
方
で
あ
っ
て
も
、
時

間
額
で
１
４
０
０
円
～
１
６
０
０
円
が

必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

お
り
、
８
２
０
円
（28
円
引
上
げ
）で
も
、

低
す
ぎ
る
の
が
実
態
で
す
。

問
題
②
人
材
の
確
保
が
で
き
な
い

清
掃
や
介
護
な
ど
の「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
」の
確
保
と
最
低
賃
金
の

関
係
性
も
注
目
す
べ
き
点
で
す
。
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
、
社
会
を
維

持
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
労

働
者
で
す
が
、
そ
の
多
く
が
最
低
賃

金
近
傍
と
い
う
低
賃
金
の
下
で
働
い

て
い
ま
す
。
今
後
も
新
型
の
ウ
イ
ル
ス

が
発
生
す
る
可
能
性
や
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
の
発
生
も
考
え
ら
れ
る
中
、

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
確
保
し
て

い
く
た
め
に
は
、
最
低
賃
金
の
大
幅

な
引
上
げ
に
よ
っ
て
、
生
計
費
を
満

た
し
、
働
き
続
け
ら
れ
る
労
働
条
件

を
つ
く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
題
③
経
済
の
底
上
げ
に
不
十
分

高
知
県
は
、
尾
﨑
県
政
以
降
、
産

業
振
興
計
画
で
、「
地
産
外
商
」「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
」と
い
う「
外
需
」の

獲
得
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て「
外
需
」
は
消

失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
後
、
コ
ロ
ナ

禍
の
経
済
対
策
と
し
て
重
要
な
の
は
、

不
安
定
な「
外
需
」よ
り
も
、
地
域
の

労
働
者
の
所
得
を
底
上
げ
し
、「
内

需
」を
拡
大
し
て
の
地
域
経
済
の
底

上
げ
と
循
環
型
経
済
の
構
築
で
す
。

最
低
賃
金
の
引
上
げ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

打
撃
を
受
け
た
地
域
経
済
を
底
上

げ
す
る
大
き
な
可
能
性
を
持
っ
て
い

ま
す
が
、
今
回
の
答
申
額
で
は
そ
の

影
響
は
小
さ
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

問
題
④
人
口
流
出
歯
止
め
効
か
ず

今
回
の
答
申
で
は
、
依
然
と
し
て
東

京
都
と
は
時
間
額
２
０
０
円
以
上
の

格
差
が
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
年

収
換
算
で
は
、
40
万
円
近
く
と
な
り

ま
す
。
２
０
１
９
年
賃
金
構
造
基
本

統
計
で
は
、
東
京
都
の
賃
金
（月
収
）

は
37
万
９
０
０
０
円
、
高
知
県
は
26

万
６
０
０
０
円
と
７
割
程
度
に
留
ま

り
ま
す
が
、
最
低
賃
金
の
格
差
も
７

割
強
あ
り
、
最
低
賃
金
の
格
差
が
地

域
間
の
賃
金
格
差
と
強
く
相
関
し

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
こ
れ
だ

け
の
格
差
を
放
置
し
た
ま
ま
で
は
、

高
知
に
残
る
選
択
肢
や
高
知
に
帰
っ

て
く
る
と
い
う
選
択
肢
が
狭
め
ら
れ

る
の
は
目
に
見
え
て
い
ま
す
。
最
低
賃

金
の
格
差
を
是
正
し
、
賃
金
格
差
を

是
正
す
る
こ
と
で
、
都
市
部
への
人
口

流
出
に
歯
止
め
を
か
け
、
若
年
世
代
、

子
育
て
世
代
の
定
住
条
件
の
拡
充
、

U
タ
ー
ン
の
促
進
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

問
題
⑤
支
援
策
が
不
十
分

菅
政
権
の
あ
ま
り
に
も
不
十
分
な

中
小
企
業
支
援
が
最
低
賃
金
引
上

げ
の
足
か
せ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
答
申

を
出
し
た
高
知
地
方
最
低
賃
金
審

議
会
で
も
、
使
用
者
側
委
員
か
ら

「
早
急
で
長
期
的
な
支
援
」
を
求
め

る
発
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
政
府
は

「
最
低
賃
金
引
上
げ
」と「
生
産
性
」

を
結
び
付
け
て
助
成
制
度
を
展
開
し

て
い
ま
す
が
、
中
小
零
細
企
業
を
め

ぐ
る
諸
条
件
を
考
え
れ
ば
、
生
産
性

向
上
あ
り
き
の
支
援
策
で
は
助
成
制

度
の
活
用
が
で
き
ず
、
最
低
賃
金
の

引
上
げ
が
そ
の
ま
ま
事
業
者
の
負
担

と
な
っ
て
い
る
実
態
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
最
低
賃
金
に
求
め
ら
れ
る

役
割
を
考
え
れ
ば
、
今
や
最
賃
の
引

上
げ
議
論
と
中
小
企
業
支
援
の
議

論
を
切
り
離
す
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

高
知
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
で
も

支
援
策
の
実
態
と
在
り
方
に
つ
い
て

も
議
論
さ
れ
、
要
望
が
出
さ
れ
る
べ

き
で
す
が
、
実
際
に
は
、
そ
の
議
論
は

十
分
に
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
答
申

時
に
使
用
者
側
か
ら「
早
急
で
長
期

的
な
支
援
策
の
実
施
」に
つ
い
て
強
く

求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
た
こ
と
こ
と

か
ら
も
、
今
後
の
課
題
が
鮮
明
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問
題
⑥
非
公
開
の
審
議
会

高
知
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
の

閉
鎖
性
も
問
題
で
す
。
核
と
な
る
専

門
部
会
の
議
論
は
、
依
然
と
し
て
非

公
開
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
生
活
に

と
っ
て
重
要
な
最
低
賃
金
を
い
ま
だ

に
密
室
で
議
論
し
て
い
る
こ
と
は
、
議

論
の
公
平
性
や
透
明
性
が
求
め
ら
れ

る
時
代
で
は
、
も
は
や
許
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

審
議
会
で
は
、
８
月
24
日
に
異
議

に
対
す
る
審
議
が
行
わ
れ
、
そ
こ
で

引
き
上
げ
額
が
確
定
し
ま
す
。

○
実
感
の
な
い
ま
ま
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
始
ま
り
ま
し
た
。
次
回
号

が
出
る
頃
に
は
盛
り
上
が
っ
た

結
果
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か…

自
治
労
連
（Ｈ
・Ｋ
）

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

の
ワ
ク
チ
ン
２
回
目
を
打
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
解
熱
剤
を
構
え
て
い

ま
し
た
が
、
幸
い
な
こ
と
に
副
反
応
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
も
引
き

続
き
、
感
染
対
策
は
怠
ら
ず
に
行
っ

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
自
治
労
連

（Ｏ
・Ｔ
）

○
西
村
大
臣
の
暴
走
、
止
め
る
こ
と

が
出
来
な
い
菅
首
相
、
デ
ー
タ
改
ざ

ん
し
ま
く
り
の
官
僚
、
日
本
の
政
治

は
大
丈
夫
か
？
自
治
労
連
（Ｓ
・Ｙ
）

○
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
が
楽
し
み
で
、

毎
回
職
場
の
休
み
時
間
に
盛
り
あ
が
っ

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
紙
面
全
部
読

ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
（笑
）知
ら
な

い
事
が
沢
山
あ
る
な
ぁ
～
と
地
域
の

活
動
な
ど
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
自

治
労
連
（Ｍ
・Ｄ
）
※
左
の
絵
を
送
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し

ま
す
。

○
高
知
大
空
襲
の
記
事
を
読
み
、
大

変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
平
和
な
世

の
中
が
続
き
ま
す
よ
う
に
。
自
治
労

連
（Ｋ
・Ｏ
）

○
高
知
大
空
襲
の
記
事
で
思
い
が
け

ず
母
校
が
出
て
き
て
、
昔
の
こ
と
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
戦
争
か
ら
は
か
な
り

の
時
間
が
た
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
自
分
と
関
係
が
な
い

わ
け
で
は
な
い
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

自
治
労
連
（Ｙ
・Ｈ
）

○
２
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
打
ち
ま
し

た
。
明
日
か
ら
の
副
反
応
が
気
に
な
っ

て
仕
事
が
手
に
つ
か
な
い
で
す
。
自
治

労
連
（Ｔ
・Ｙ
）

○
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
、
毎
回
楽
し
み

に
、
家
族
３
人
で
ワ
イ
ワ
イ
や
っ
て
ま

す
。
チ
ー
ム
プ
レ
イ
で
す
。
自
治
労
連

（Ｒ
・Ｍ
）

○
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
で
頭
の
体
操

を
し
て
い
ま
す
。
が…

ハ
ガ
キ
の
送
り

先
、
こ
れ
で
よ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

自
治
労
連
（Ｔ
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）

○
実
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の
な
い
ま
ま
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
始
ま
り
ま
し
た
。
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頃
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盛
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結
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に
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っ
て
い
る
の
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し
ょ

う
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た
。
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《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、
機

関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を

ご
記
入
の
上
、
県
労
連
書
記

局
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

抽
選
で
３
名
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
［
県

労
連
Ｈ
Ｐ
に
記
載
し
て
い
ま
す
・

k
o
c
h
ik
e
n
ro

re
n
@
fm

2
.se

ik
y

o
u
.n
e
.jp

］
に
て
ご
応
募
く
だ
さ

い
。締

め
切
り
は
９
月
７
日
で
す
。

２
４
４
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
の
答
え
は「
パ
イ
ナ
ツ
プ
ル
」
で

し
た
。
当
選
者
は
次
の
方
々
で

す
。

【
当
選
者
】

土
居

雅
代

さ
ん

（
自
治
労
連
）

松
木

由
紀
子

さ
ん

（
自
治
労
連
）

浜
田

弥
生

さ
ん

（
自
治
労
連
）

※
事
務
の
都
合
上
、
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー

ド
の
発
送
が
遅
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、
機

関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を

ご
記
入
の
上
、
県
労
連
書
記

局
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

抽
選
で
３
名
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
［
県

労
連
Ｈ
Ｐ
に
記
載
し
て
い
ま
す
・

k
o
c
h
ik
e
n
ro

re
n
@
fm

2
.se

ik
y

o
u
.n
e
.jp

］
に
て
ご
応
募
く
だ
さ

い
。締

め
切
り
は
９
月
７
日
で
す
。

２
４
４
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
の
答
え
は「
パ
イ
ナ
ツ
プ
ル
」
で

し
た
。
当
選
者
は
次
の
方
々
で

す
。

【
当
選
者
】

土
居

雅
代

さ
ん

（
自
治
労
連
）

松
木

由
紀
子

さ
ん

（
自
治
労
連
）

浜
田

弥
生

さ
ん

（
自
治
労
連
）

※
事
務
の
都
合
上
、
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー

ド
の
発
送
が
遅
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ご
了
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さ
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【タテのカギ】
①蹴る。ゴール―
― ②――八百を

並べる ③下枝や枯れ枝を切り木の手入れをす
る ④３割３分３―― ⑥――を歌う ⑧姓名の
姓 ⑪地上８階――２階 ⑬幼な子 ⑭本当の
値との差 ⑮――を１足新調する

【ヨコのカギ】
①今日の前の日 ③――を正す ⑤身の上――
⑦三年二――の担任 ⑨雨が多い。高温――
⑩前もって知る ⑫本に書き著 ⑭入試で――

したとうれしい報告 ⑯医者も――を投げた ⑰
提案を却下され――を曲げる
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カ
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ン
ト

Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
プ
レ
ゼ
ン
ト

当
選
者
の
発
表

当
選
者
の
発
表

カギを解き二重枠

の文字を並べて

できる言葉は？

カギを解き二重枠

の文字を並べて

できる言葉は？

高
知
自
治
労
連
は
、
５
月
下

旬
か
ら
７
月
下
旬
に
か
け
て
、

「
地
域
か
ら
憲
法
を
い
か
し
住
民

の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
首
長

懇
談
（
憲
法
キ
ャ
ラ
バ
ン
）
」
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
33
市
町
村
及

び
県
と
懇
談
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
、
自
治
体
デ
ジ
タ
ル
化
、
平

和
行
政
に
つ
い
て
率
直
な
意
見

交
換
や
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
取
り
組
み
は
、
自
治
労
連
が
、

憲
法
を
地
方
行
政
に
い
か
す
た

め
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

担
当
課
長
で
対
応
す
る
自
治

体
も
あ
る
の
で
す
が
、
20
の
自
治

体
で
首
長
に
直
接
出
席
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
県
は
新

任
の
井
上
副
知
事
が
対
応
、
あ

る
市
で
は
、
市
長
と
２
名
の
副
市

長
、
そ
し
て
担
当
課
長
な
ど
総

勢
７
名
で
対
応
す
る
な
ど
、
こ
の

取
り
組
み
の
意
義
も
し
っ
か
り

受
け
止
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
の
運
動
に
活
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（高
知
自
治
労
連
・筒
井
敬
二
）
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ま
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、
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は
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の
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副
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が
対
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、
あ

る
市
で
は
、
市
長
と
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名
の
副
市

長
、
そ
し
て
担
当
課
長
な
ど
総

勢
７
名
で
対
応
す
る
な
ど
、
こ
の

取
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組
み
の
意
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も
し
っ
か
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受
け
止
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い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
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に
活
か
し
て
い
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思
い
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労
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・筒
井
敬
二
）

「な
か
ま
」自
治
労
連

「な
か
ま
」自
治
労
連

おたより紹介おたより紹介

20
年
度
高
知
県
の
学
校

で
は
一
ヶ
月
以
上
の
病
休

者
が
２
２
１
名
、
そ
の
う
ち

メ
ン
タ
ル
を
理
由
と
す
る

人
が
１
０
３
名
。
そ
の
一
方
で
、
代
替

配
置
が
な
か
っ
た「
先
生
の
い
な
い
教
室
」

が
48
校
60
件
も
発
生
。
代
替
教
員
は

該
当
校
が
探
す
こ
と
が
常
態
化
す
る

な
ど
、
深
刻
な
状
態
▼
こ
う
し
た
現

状
を
変
え
る
に
は
、
根
本
的
に
は
教

職
員
定
数
や
学
級
定
数
の
改
善
が

必
要
。
そ
し
て
、
多
忙
化
解
消
が
必

要
。
し
か
し
、
そ
れ
は
な
か
な
か
前
進

し
な
い
▼
で
は
、
地
教
委
段
階
で
出
来

る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
。
そ
う
考
え
て
、

県
教
組
で
県
内
の
35
全
市
町
村
教

委
に「
医
師
の
面
接
指
導
」と「
ス
ト
レ

ス
チ
ェッ
ク
」の
現
状
を
調
査
。
小
中
学

校
で
は
50
人
以
上
の
職
場
は
少
な
い

た
め
に
不
十
分
で
あ
る
こ
と
は
想
像
し

て
い
た
が
、
実
際
に
結
果
を
見
る
と

「
や
は
り
」の
結
果
に
な
っ
た
▼
①
全
て

の
職
場
で
制
度
化
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い「
医
師
の
面
接
指
導
」で
は
、

面
接
す
る
医
師
を
常
に
選
任
し
て
い

る
地
教
委
が
約
半
数
。
②
そ
う
し
た

制
度
が
あ
る
こ
と
を
教
職
員
に
周
知

し
て
い
る
地
教
委
も
ほ
ぼ
半
数
。
③
残

業
時
間
記
録
を
地
教
委
段
階
で
行
っ

て
い
る
の
も
半
数
。
④
ス
ト
レ
ス
チ
ェッ
ク

も
、
約
１
／
３
の
地
教
委
で
は
未
実
施

▼
こ
の
結
果
は
7
月
14
日
に
記
者
会

見
。
本
当
に
働
き
や
す
い
健
康
な
職

場
を
目
指
し
て
、
民
間
で
も
公
務
で
も

運
動
を
続
け
よ
う
。
（和
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半
数
。
④
ス
ト
レ
ス
チ
ェッ
ク

も
、
約
１
／
３
の
地
教
委
で
は
未
実
施

▼
こ
の
結
果
は
7
月
14
日
に
記
者
会

見
。
本
当
に
働
き
や
す
い
健
康
な
職

場
を
目
指
し
て
、
民
間
で
も
公
務
で
も

運
動
を
続
け
よ
う
。
（和
）
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を
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円
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す
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。
過
去
最
高
の

引
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げ
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す
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問
題
点
が
多
数
あ
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と
か
ら
、
高
知
県
労
連
を

異
議
申
し
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て
を
行
う
準
備
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進
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て
い
ま
す
。
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